
赤目四十八滝渓谷撮り歩記 
 

今年は息子が、盆を少しだけはずして１０日に帰ってきた。 

運動不足ぎみのようなので、涼しい所でのハイキングを提案したと

ころ「いいよ」と即返事で、早速翌朝赤目四十八滝渓谷へ行くことに

なった。 

涼しい所というので思いつくのは、他に大台ケ原もあるが、ここは

前回行ったところなので、今回は赤目四十八滝となったわけだ。 

家内がお弁当を作り、自動車で出発。今回は渓谷の上まで、車で行

き渓谷に沿って降りるコースにした。上の駐車場には小さな茶店１

軒とトイレがあり、茶店のおばあさんに、入山料を渡すのだが、この日は、

朝早かったせいか誰もいなかった。帰りに払うことにしてそのまま車を無料

駐車場に止めて出発だ。 

少し歩くと、川沿いの道に出た。やはり、歩くのは川沿いに限る。清流の音

が心地良く、空気もひんやりしている。 

いつも通り、始めて３年を超えるがまだまだ未熟な、趣味の写真撮影（社友

会のＳＳフォトクラブには昨年入り腕を磨いています）を楽しみながら、渓

谷を下っていきます。 

天気が良いので、明暗差が大きく通常の撮影には不向きだが水面の映り込み

が非常にきれいです。画面に明るい所をできるだけいれないように注意しな

がら、川面への映りこみの緑を生かし、ＳＳフォトクラブの方が撮っておら

れた奥入瀬渓谷の写真を思い浮かべながら撮影します。 

撮影をしていると暑さやしんどさは全く感じません。 

やがて初めての滝である岩窟滝が見えてきました。いつもなら下の

川原まで降りられるのですが、この日は降りる道が通行禁止になっ

ていました。残念ですが、上から三脚を構え、滝の定番である長時

間露光撮影を楽しみます。こういうときデジタルカメラは便利です。

ＩＳＯを自由に変えられるので、一番小さく設定、絞りも一杯に絞

り、マニュアルでシャッタースピードを１秒前後にして撮影です。 

デジタルでなければ、ＮＤフィルタを重ね撮影しなければならない

ところでしょう。 

ホワイトバランスも大切です。いつもならオートにしているところ、

太陽に切り替えます。 

こうすると、渓谷の緑の光が映えます。 

霧等もなく、平凡な写真になりましたが、今日の場合まあこんなも

のだろうと撮影を終え次に進みます。しばらく渓流の水面の緑の映

りこみ等を撮りながら下って行くと、途中小さな滝があり、木の葉

が渦を巻くように回っています。これも撮影してみようと、やはり

長時間露光で撮影します。木の葉が孤を描くような線となり面白い

です。 

しばらく行くと見所の一つである琵琶滝にでます。ここは滝の下流が 



平たい岩盤に成っており、休憩するにはもってこいの場所です。 

普通ですとここで弁当にするのですが、この日はまだ時間が早かっ

た為先にします。ここは水面の映りこみの緑が大変きれいなときが

あります。撮り方によっては緑の水の川のように撮れます。リモコ

ンで３人の記念写真をとり先に進みます。娘は昨年嫁に行き、息子

とこうやってこられるのはいつまでだろうなどと考えながら先に進

みます。このあと名もない小さな滝を撮りながら下って行くと、

段々に成った小さな滝があります。これは唯一、雛壇滝という名の

ついた小さな滝です。長時間露光で撮影。滝の柔らかい流れが複雑

に交差し面白いです。ここから少し下ると最大の見所である荷担滝

に出ました。よくパンフレットの表紙になる一番の滝です。真ん中

に大きな岩があり、滝が２つに分かれている美しい滝です。滝つぼ

の上の木枝が少し邪魔になるので、それをよけながら撮影します。

滝が美しい縞模様となりまた滝の上にも小さな滝があり、誰が撮っ

ても美しく撮れる滝です。ここは撮影するような広い場所がないの

で、道端の少し広くなったところに三脚を据え、道行く人の邪魔に

ならないよう手早く撮影します。道端の岩肌にはイワタバコという

ようですが小さな紫色の花が咲いています。マクロレンズを持って

きていないので、上手くはいきませんが何とか撮影し先に行きます。

このあたりになると、下から上ってくる人が多くなり、行き違うと

き注意を要します。少し下ると、広い平たい岩盤の場所があり、こ

こで昼食にすることにしました。涼しい自然の中で食べるおにぎり

は何とおいしいことか。高価なごちそうにも勝るといつも思います。

空気もおいしく、川のせせらぎの音と涼しい風が心地良い。ここで

私は車を下の上り口に移動する為引き返します。 

家内と息子はそのまま下っていきます。 

写真撮影を楽しみながら引き返すと、駐車場では茶屋のおばあさん

と、何かのグループと思われるおばさん団体の方が休憩されておら

れました。おばあさんに入山料を渡し、飲み物を購入、一息入れ車

で下まで迎えに行くと、丁度家内が、以前私が土産で買って帰った

ことのある名物、“へこきまんじゅう”を買って待っていました。こ

れはさつまいもの入った生地で小豆餡やさつまいも餡、チーズ餡等

を包んだものですが、しっかり餡が入っておりお勧めです。あとは、

皆で山水園の温泉に入り心身共リフレッシュして帰りました。 

今回は、息子を運動に連れて行ったというより、私の写真撮影に息

子と家内がつきあったと言う方が本当でしょうね。とにかく作品の

出来はどうでも、楽しい一日でした。 


